
平成 30年度シリコンバレージャパンユニバーシティ短期留学プログラム募集要項 

 目 的：企業家精神育成・人間力育成、およびプレゼンテーション能力の向上を目指す。 

 特 色：一週間という短期間ながら、イノベーションの聖地であるシリコンバレーの真髄を感じ学ぶ

ことができるプログラムです。スケジュールは、現地起業家・投資家・スタッフとのトークセッショ

ン、シリコンバレージャパンユニバーシティと協定を締結しているメンロー大学での講義、さらにシ

リコンバレーを代表するインキュベーション施設や IT 企業見学などからなる非常に密度の濃いもの

です。本プログラムに参加することにより、学生は心の目を大きく開き様々なキャリアの可能性を実

感し、各自の将来のビジョンを考え直す、またはこれまで以上に真剣に考える機会を得ることができ

ます。 

 対象：全国各高専全学生 

 最小催行人数：5名 ※最大25名まで。応募者多数の場合は先着順とします。 

 引率教員：福島高専化学バイオ工学科准教授 梅澤 洋史 

 期  間： 2018年 9 月 2日（日）～9月 9日（日）※旅程によっては1日程度前後する可能性有 

 受入先： シリコンバレージャパンユニバーシティ（SVJU) 

 滞在先： Cupertino Hotel（2人部屋）  

 スケジュール （訪問企業については現在調整中のため、スケジュールに若干の変更の可能性有） 

 

 プログラム代金：25 万円（税込。授業料・宿泊費・現地移動費を含む） 

その他、往復航空券代、海外旅行傷害保険代、国内交通費、ビザ(ESTA)取得代、飲食代等別途必要。 

   総費用 45万円程度の見込 

 代金支払方法：〔プログラム代金〕各自で指定された SVJU 日本事務局の銀行口座へ振込 

          〔往復航空券代〕各自で本校指定の旅行代理店の銀行口座へ振込 

                  （往復航空券は本校で全参加者分をまとめて手配します。） 

                   ※各銀行口座情報及び支払期限については後日別途連絡 

 申込方法：「参加申込書」並びに「承諾書及び同意書」を学生課教務係に提出 

 応募締切：5月 30 日（水）（期限厳守） 

 

 日 曜日 午前 午後 

1 日目 9/2 日 入国、オリエンテーション、歓迎会 

2 日目 9/3 月 講義 企業訪問、プレゼンテーション 

3 日目 9/4 火 スタンフォード大学での講義 企業訪問、チームミーティング 

4 日目 9/5 水 講義 講義、中間プレゼンテーション 

5 日目 9/6 木 メンロー大学での講義 企業訪問、プレゼンテーション準備 

6 日目 9/7 金 講義、最終プレゼンテーション、懇親会 

7 日目 9/8 土 現地出発 

8 日目 9/9 日 帰国 



 その他 

 講義は一部英語ですが、最新の講義翻訳システムを利用し行う予定で、英語でそのまま受けたい人と、

補助が必要な人とで、アプリを利用して調節できます。 

その他、企業訪問、交流会などは日本語で行いますので、英語が苦手でも大丈夫です。 

一方で、日常生活の買い物などで、英会話力を試す機会もあります。 

 現地日本人スタッフおよび引率教員がサポートします。 

 事前に、スカイプなどを用いてミーティングを行う予定です。詳細は追って連絡します。 

【担 当】 

福島工業高等専門学校 

学生課教務係 渡辺 

〒970-8034 

いわき市平上荒川字長尾 30 

TEL: 0246-46-0957 

E-mail:int-section@fukushima-nct.ac.jp 

訪問予定のインキュベ

ーション施設で、医療

機器を専門に扱うスタ

ートアップが集まってい

ます。 

【その他訪問予定企業】 

NASA Vasper 

宇宙飛行士のトレーニング用にも利用されており、スタンフォードト

レーニングルーム内にも設置されている。 

SAP 

SAP といえば ERP（基幹系情報システム）の最大手企業。 

Apple  

今回アップル本社が新社屋に移転したことにより、そちらの Visitor 

Center へ訪問。 

 


